
・いま、猫を飼おうかどうしようか考えている 

 田中さんちのおとうさんへ。 

 「家に犬がいたり、猫がいたりすること」について。 

  

 犬も、猫も、人間のように話さない。 

 人間のように考えない。 

 人間のようなほしがり方をしない。 

  

 だけれども、 

 犬や猫を家族としている人たちは、 

 犬のことを、猫のことを、 

 役立たずだとは考えないし、 

 劣ったやつだとも思わないだろう。 

 

 それどころか、 

 人間がうまくできていないことを、 

 犬や猫がじょうずにやってみせたりすると、 

 人は、犬や猫という家族を尊敬する。 

 人間よりも人間の理想に近いようなところを、 

 犬や猫が持っていることがある。 

 

 特になにもできない犬や、 

 すばらしい意見を言うわけでもない猫を、 

 家族の人間たちは、愛することができる。 

  

 なにかができるから愛するわけではない。 

 人のことばをしゃべれない犬や猫を、 

 敬したり愛したりしているうちに、 

 なにかがじょうずにできることや、 

 ことばをうまくしゃべれることが、 

 いちばん大事なことじゃないかもしれないと、 

 気づくようになる。 

 

 犬を家族に迎え入れること、 

 猫といっしょに暮らすようになることは、 

 つまり、じぶんより弱いものの世話をしたり、 

 ただのいのちというものを愛したりする、 

 ということなのかもしれない。 

 ぼくは、そんなことを考えていて、 

 うちの犬は、その横で寝ている。 

 

今日も「ほぼ日」に来てくれて、ありがとうございます。 

たいしたことない人間と、なんでもない犬とが、家にいる。  

 

いくちゅ？ 

このところ、 

おとうさんや人間のおかあさんから、 

「老けた」と言われ続けていますが。 

なにを言われているのやら、です。 

おとうさんたちのほうが、 

「老けた」んだと思います。 

犬は、そう言ってやりたい。 

＜『ブイヨンの気持ち（若干）』より＞ 
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三国志がこんなテイストになるとは。 

武将がかわいくなっちゃって 

ほのぼのできちゃうって、新鮮！

マンガでドミノ！

夏のお昼寝にはぴったりですよ。 

いまお申し込みいただくと７月末に 

出荷いたします。

やさしい 

タオルケット

好評をいただいた「しょうがシロップ」、 

２回目の販売のおしらせです。 

６月７日（火）に600本を受注販売で！

手かげんしない 

しょうがシロップ
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